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名古屋高速道路の長期維持管理及び
大規模修繕等に関する技術検討委員会
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名古屋高速道路公社



「技術検討委員会の概要」として、｢前回の概要｣と｢今回の趣旨｣を説明 【監理：事計（野中） 、作成：建技】

１．名古屋高速道路の状況
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・1979年 大高線（高辻～大高）初開通以来、今日まで総延長81.2ｋｍのネットワークを形成

1979年 ➊ 大高線開通（高辻～大高）

1986年 ➋ 万場線全線開通
➌ 東山線開通（新洲崎～白川）

1995年 ➍ 都心環状線全線開通
➎ 楠線全線開通

1995年のネットワーク

2001年 ➏ 小牧線全線開通

2003年 東山トンネル開通
➐ 東山線全線開通
➑ 大高線全線開通

2005年 ➒ 一宮線全線開通

2007年 ➓ 清須線全線開通

2010年のネットワーク

2013年 ⓫ 東海線全線開通

2021年 名古屋西JCT
⓬ 名二環西南部と接続

供用延長：３７．９ｋｍ
（１９９５年）

供用延長：６９．２ｋｍ
（２０１０年）

供用延長：８１．２ｋｍ
２０２４年（現在）

東海線全線開通
（2013年）

赤とんぼ橋（清須線）完成
（2007年）

大高線開通
（1979年）

東山トンネル開通
（2003年）

➏

➐

➑

➒

➓

⓫

⓬

１.１ 名古屋高速道路のネットワーク（１）

○名古屋高速道路のネットワークの変遷

2024年（現在）のネットワーク

名神

伊勢湾岸

東名阪

名神

伊勢湾岸

東名阪

中央道

中央道

➊
➋

➌
➍

➎
東名

名神

東名阪

中央道

名二環
知多半島道路

知多半島道路
知多半島道路

東名

東名
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ネットワーク凡例

都心環状線

大高線

万場線 楠線

清須線

一宮線

東山線

東海線小牧線



【事業箇所図】

① 新洲崎地区

② 黄金地区

③ 栄地区

【完成イメージ】

①新洲崎地区
名古屋駅東側との
アクセス向上

③栄地区
・名古屋駅とのアクセス向上
・都心環状線の交通負荷軽減

②黄金地区
名古屋駅西側との
アクセス強化 新洲崎JCT

江
川
線

丸田町JCT

１.１ 名古屋高速道路のネットワーク（２）

都心アクセス事業の推進
・今後予定されているリニア中央新幹線の開業を見据え、高速道路ネットワークをさらに充実し、

利便性の向上を図るため、新洲崎、黄金、栄の３エリアにおいて名古屋駅等とのアクセス向上
を図る取り組みを実施

○道路ネットワークの充実
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・現在の供用延長 81.２ｋｍのうち、９２％が高架構造を占める
・大型車の利用は一般道路の約7倍であり、構造物への負担が大きい
・経過年数が20年以上の構造物の割合は77％であり、10年後には現存する全ての構造物が

開通後20年以上を迎える

「技術検討委員会の概要」として、｢前回の概要｣と｢今回の趣旨｣を説明 【監理：事計（野中） 、作成：建技】１.２ 名古屋高速道路を取り巻く状況（１）

○構造物の状況
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■供用からの経過年数比較（2024年度末時点、10年後）

■高架構造の比率（2024年度末時点）

約９割が高架構造
出典：令和３年度道路交通センサス

平均交通量は、各交通量調査基本区間の断面交通量を区間延長で加重平均して算出。

調査区間は、名古屋高速が全線、高速自動車国道が日本全国、一般道路が愛知県内の主要地方道等。

交通量（台/日）

大型車平均交通量は
一般道路と比較すると

約7倍

■大型車平均交通量の比較（令和３年度道路交通センサスを基に算出）

10年後

全ての路線が供用後
20年を超過し、劣化進
行を抑制するためには
予防保全が必要

 40年～49年  30年～39年

 20年～29年  10年～19年

以上

供用後２０年を
超える割合は７７％

現在



「技術検討委員会の概要」として、｢前回の概要｣と｢今回の趣旨｣を説明 【監理：事計（野中） 、作成：建技】１.２ 名古屋高速道路を取り巻く状況（２）

○気象状況

・名古屋の冬期の日平均最低気温は、他の都市（東京、大阪等）に比べて低く、路面の無降
水凍結が発生する目安となる最低気温（２℃）を下回っていることから、凍結防止剤の散
布回数が多くなりやすい状況である

・凍結防止剤の散布量が過大とならないように、使用方法の改善などを含めた総合的な
対策に取り組んでいる
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散布ユニット

散布ノズル

散水車による凍結防止剤の散布

凍結防止剤の自動散布装置

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

12月 1月 2月 3月

平
均
日
最
低
気
温
(℃

)

名古屋

東京

大阪

広島

福岡

各都市の日最低平均気温（1991～2023年平均）
出典：気象庁 過去の気象データ



・安全かつ円滑な交通の確保、構造物の保全及び第三者被害の発生を未然に防止するため、日
常点検や定期点検、必要に応じて詳細調査を行い、劣化及び損傷を早期発見し補修を実施

１.３ 点検・維持管理の取組

日常点検 定期点検

路下点検（３～４回／年程度）

路上点検（３回／週程度） 高所作業車での打音検査

橋梁点検車による点検

詳細調査

鉄筋かぶり調査

ファイバースコープ
による狭隘部の調査

コンクリートの
塩化物イオン濃度調査
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○点検・調査

超音波探傷探査機による
疲労亀裂の調査

路上巡視（終日）
※事故対応含む

（５年に一回）
※近接目視が基本



＊1 古い基準の例
・昭和48年の基準で設計された鉄筋コンクリート床版で床版厚が薄い橋梁
・平成６年より前の基準で設計された車両大型化に対応した設計がされて

いない鉄筋コンクリート床版など

■ 大規模修繕計画

１.４ 現行の大規模修繕計画（１）

・古い基準*1で設計された箇所で、重大な損傷や第三者に被害を及ぼす損傷に進展し、通行
   止め等が発生する恐れのある箇所への対策として、約3７.９kmの区間で実施

大規模修繕対象箇所
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○大規模修繕計画の概要

■ 対策メニュー

：大規模修繕対象箇所

具体的な工種

大
規
模
修
繕

・鉄筋コンクリート床版
高機能防水工，断面修復工，繊維シート補強工等

・鉄筋コンクリート橋脚
断面修復工,表面被覆工等

・桁端部
重防食塗装，支承取替，伸縮装置取替等

・付属物
排水管・遮音壁等の取替等

区分 路線名 延長 概算工事費 事業実施予定年度

高速都心環状線

高速1号楠線

高速2号東山線

高速3号大高線

高速5号万場線

大規模修繕 約37.9km 約1,250億円 2015～2029年度 
*2

＊2 概算工事費の他、別途諸経費が必要



床版

桁

橋脚

桁端部

１.４ 現行の大規模修繕計画の概要（２）

【対策例】高機能防水工

上部工（ＲＣ床版上面）

床版上面コンクリートの損傷・鉄筋腐食

【対策例】ＲＣ床版下面補強工（※）

上部工（ＲＣ床版下面）

格子状（２方向）のひび割れ

桁端部

【対策例】
桁端部重防食塗装

伸縮装置からの漏水による
桁端部や支承の錆・腐食

伸縮装置非排水構造の改良など
漏水しない対策を実施

伸縮装置からの漏水により
橋脚・桁端部へ雨水等が流出

※舗装修繕に併せて、防水機能を回復

ＲＣ：鉄筋コンクリート

※繊維シートによる補強

床版

鋼桁

橋脚

伸縮装置

舗装

支承

コンクリート片のはく落防止を
兼ねた表面保護を実施

橋脚梁部の浮き・はく離・ひび割れ・錆汁

・構造物の健全性を向上
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○大規模修繕計画の概要

下部工（橋脚）



現行の大規模修繕事業の進捗状況 【監理：事計（ ）、作成：建技】１.４ 現行の大規模修繕計画の概要（３）
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○大規模修繕の実施状況

■高機能防水

■繊維シート補強

■桁端部（支承）重防食塗装

■遮音壁の取替

施工前

施工後

対策前

対策後

対策前

対策後

施工前

施工後



現行の大規模修繕事業の進捗状況 【監理：事計（ ）、作成：建技】１.４ 現行の大規模修繕計画の概要（４）

・大規模修繕計画（2015～2029年度）に基づき修繕工事を着実に実施しており、 
202４年度末時点で対象区間の８０％が完了。

大規模修繕完了率

80%
（ 2024年度末）
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：2024年度末まで
完了区間

：2025年度以降
完了予定区間

：計画対象外区間

○大規模修繕計画の進捗状況



「技術検討委員会の概要」として、｢前回の概要｣と｢今回の趣旨｣を説明 【監理：事計（野中） 、作成：建技】

２．維持管理における現状と課題
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２ 点検結果の分析（１）
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○損傷数と補修数の推移

• 橋梁点検における 1a～4判定の損傷を集計

• １巡目点検（2018年）までは、損傷数が年々増加傾向であった。

• 2015年に大規模修繕工事に着手し、計画的に補修を進めてきたことにより、２巡目点
検（2019年）以降の損傷数は減少傾向

●全路線における損傷数、補修数の推移

大規模修繕工事

１巡目点検 ２巡目点検

※グラフは点検年次や補修年次の要因も含まれる。
※損傷発見数の集計対象項目は、RC床版・橋脚・高欄・地覆、鋼床版、鋼製橋脚・高欄・地覆、鋼桁部、支承、伸縮装置、の1a～4判定

＊1：次回点検までに措置が必要な損傷数

対策区分 判定の内容（対応までの期間）

1a 緊急対応（即日）

1b 早急に対応（3か月程度以内）

2 早期に補修（1～2年程度以内）

3 計画的に補修（5年程度以内）

4 機会をみて対処



部材別に損傷割合をみると、RC床版、伸縮装置、RC高欄、次いで支承において
損傷が多く確認されている
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部材別損傷発見数（定期点検・日常点検１ａ～４）

鋼製高欄における損傷例

鋼製橋脚における損傷例

支承における損傷例

RC床版における損傷例

伸縮装置における損傷例

鋼床版における損傷例

２ 点検結果の分析（２）

○部材別の損傷割合

［全路線］



※グラフは点検年次や補修年次の要因も含まれる。
※損傷発見数の集計対象項目は、RC床版・橋脚・高欄・地覆、鋼床版、鋼製橋脚・高欄・地覆、鋼桁部、支承、伸縮装置、の1a～4判定

２ 点検結果の分析（３）

• 高速11号小牧線及び高速16号一宮線においては、これまで第三者被害防止を目的とし
た応急的な補修を行ってきたが、再補修が必要な箇所が出現

• １巡目点検で発見したコンクリート床版等の軽微な損傷が進展していることや、新たな
損傷が発生することにより、損傷数が増加傾向

• 高速４号東海線及び高速６号清須線においては、床版の構造が鋼材とコンクリートの合
成構造とした効果により、現時点では損傷発見数が比較的少ない
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○大規模修繕の対象外路線における損傷発見数及び補修数の推移

１巡目点検 ２巡目点検

損傷数、補修数の推移（小牧線及び一宮線） 損傷数、補修数の推移（東海線及び清須線）

１巡目点検 ２巡目点検



「技術検討委員会の概要」として、｢前回の概要｣と｢今回の趣旨｣を説明 【監理：事計（野中） 、作成：建技】

３．長期維持管理に向けた課題
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■対象区間の見直し

３.１ 大規模修繕の対象路線について

・名古屋高速道路の供用延長約81.2kmのうち、約37.9kmで大規模修繕事業を実施中

・高速11号小牧線及び高速16号一宮線においては、様々な要因により劣化が進行していること
が確認されているため、大規模修繕の対象路線とすることで、計画的かつ着実に予防保全型
の維持管理を実施する体制を整備する必要がある。

対象箇所図
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：追加の大規模修繕対象箇所

：現在の大規模修繕対象箇所

区分 路線名 延長

高速都心環状線

高速１号楠線

高速２号東山線

高速３号大高線

高速５号万場線

高速１１号小牧線

高速１６号一宮線

約５５．0ｋｍ

大規模修繕

約３７．９ｋｍ

約１７．１ｋｍ

計



３.２ 新たな知見を踏まえた課題（１）

○鋼床版の損傷
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• 疲労設計が十分に考慮されていない2002年以前の鋼床版において、疲労き裂の発生を確認
• 疲労き裂の発生を防ぐための対策が必要

デッキプレート

縦リブ
（Uリブ）

横リブ

垂直補剛材

ウェブ

○疲労き裂 事例その１

デッキプレートと垂直補剛材の溶接部に発生する疲労き裂

デッキプレート

垂直補剛材

デッキプレート側止端から
発生したき裂

垂直補剛材止端から
発生したき裂

デッキ

垂直補剛材

き裂

垂直補剛材

デッキ

き裂発生状況

概要図

デッキ

Uリブ

横リブ

〇疲労き裂 事例その２

デッキプレートとUリブの溶接部に発生する疲労き裂

き裂

Ｕリブ

デッキ
き裂

デッキ

Ｕリブ

き裂発生状況（MT状況）

概要図



３.２ 新たな知見を踏まえた課題（２）

• オゾン等の劣化因子の影響により被覆ゴム表面にき裂が発生
• 被覆ゴムの劣化損傷を防ぐための対策が必要

○ゴム支承の損傷

〇ゴム支承のき裂事例〇ゴム支承のき裂

ゴム支承の概念図
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き裂
橋軸方向

主桁下フランジ

上部鋼板

ひび割れ・
き裂が発生

ｺﾞﾑ支承本体

被覆ゴム

被覆ゴムに

下部鋼板

積層ゴム

内部鋼板

主桁ウェブ



３.２ 新たな知見を踏まえた課題（３）

• 鋼製高欄は、鉄道跨線部等の長スパンとなる箇所の一部で、上部工の重量低減等を目的に採用
• 高欄外側の地覆部を中心に腐食・孔食を確認したため、当て板等部分的な補修を実施したが、

孔食部から入った水が抜けずに高欄内部にも腐食が確認されたため、損傷の進行を防ぐ対策が必要

○鋼製高欄の損傷

〇鋼製高欄に生じる損傷事例

鋼床版

鋼製高欄

写真③

• 鋼製高欄外側に腐食や孔食が発生しており、孔食箇所に対しては当て板等による補修を実施
• 高欄内側の詳細調査として、ファイバースコープによる状況確認を実施した結果、内部の腐食を確認

写真① 写真②

内側鋼板

外側鋼板

写真④

鋼製高欄の損傷イメージ・写真
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３.３ 維持管理の効率化

• 橋梁単位で損傷や課題をまとめて解決することにより、新たな損傷の発生を抑え、構造物
全体の長期耐久性や維持管理性の向上を図ることが課題

○長期維持管理に向けた維持管理の合理化

【床版】

【桁】

【橋脚】

【高欄】

鋼桁の塗装

床版下面の補強・
剥落防止・表面保護

コンクリート橋脚の
補修・表面保護

鋼製橋脚の塗装

高欄の補修・表面保護・
鋼製高欄の腐食・孔食対策

照明柱の取替

遮音壁・透光板の取替

伸縮継手の取替高機能床版防水・
上面断面修復

伸縮装置の
排水構造改良

床版下面の補修

点検施設等の設置

ゴム支承のき裂補修

鋼床版のき裂対策

排水管の補修・取替 21
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